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志高き若者たちが愛する故郷「やまがた」をより良いまちとするため山形青年会議所を立ち上げ早５８年、私たちは敬愛する先輩諸兄からその崇高な想いを受け継ぎ、様々な運動に取り組んで参りました。しかし長引く不景気の影響などから会員数が最盛期の約半数となっている昨今、今後も市民から必要とされるへと意識変革をもたらす組織団体として歩みを止めることなく未来へと進化を続けていくため、新たな仲間となる「友」を求めていかなくてはなりません。
まずは、私たち一人ひとりがＪＣとしての活動を今後も永続的に且つ質高く展開していく為ために、必須となる会員拡大運動を力強く展開していきます。そして、会員拡大を成功へと導くために、前年度からの引継を迅速・確実に実施すると共に、拡大の意識をＬＯМメンバー全員の共通認識として一丸になって取り組み､どんな小さなきっかけも逃さず邁進することで大きな成果を生みだします。また、迎えた新たな「友」が１日も早く誇り高きＪＡＹＣＥＥとしての自覚を持ち、共に活動していくため、私たちが各種活動に取り組む際の基本となる「修練・奉仕・友情」の三信条をもう一度私たち自身の胸に宿し、それらを青年たちや地域に伝播していくことが、組織力の向上だけではなく、地域に新たな意識変革をもたらします。

さらに、山形ＪＣがこれまで以上の強固な組織として今後も在り続けるために、夢としていたＡＳＰＡＣ山形大会を直前に控えたＡＳＰＡＣ山形大会に関わる多くの素晴らしい機会との出会いがあり、その機会と真摯に向き合い､待ち受けるであろう幾多の困難を共に乗り越えることや､愛する故郷「やまがた」の未来のあるべき姿を共に語らうことで、固い絆を構築し、うことで己を高めます。私たちが各種活動に取り組む際の基本となる「修練・奉仕・友情」の三信条をもう一度胸に宿し、それらを新たな「友」となる青年たちや地域に伝播していくことが必ずや大きな成果を生み出します。そして､この想いを我々ＬＯМメンバー一人ひとりの共通認識とし、一丸となって会員拡大に取り組み、どんな小さなきっかけも逃さず邁進していくことが素晴らしい結果を生むことを確信します。また､山形ＪＣがこれまで以上の強固な組織として今後もあり続ける為には､自分自身の資質向上が欠かせません｡現状に満足せず､常に高みを目指し､様々な変化にも対応し進化し続けることが､輝かしいＬＯМを構築します｡また､新たな「友」となった仲間たちが､１日でも早くＪＡＹＣＥＥとして活動していける為に､ＪＣとしての事業構築をサポート致します｡
今日までそしてこれからの愛する故郷｢やまがた｣を想い､共に歩んでいく多くの仲間を迎え､私たち一人ひとりがその崇高な想いを抱き輝かんとすることが新たなる山形ＪＣを作り､その想いが溢れ地域を照らすことが､百花繚乱のごとく光り輝く「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
多くの新たなる｢友｣を迎え､愛する故郷｢やまがた｣の未来を共に想い描いていくことが新たなる山形ＪＣを創り、また、その若き力を得たＬＯМが、地域を光輝かせんと様々な活動でその想いを発信していくことが「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
[基本テーマ]

山形の未来のために新たなる友を求めて
崇高な想いを共有する新たなる友と共に､山形の未来のため､前へ！
[重点事項]
1． 会員の拡大に関する事項
2． 例会の企画･実施に関する事項（２月）
3． 新入会員事業の企画・実施に関する事項
4． その他
志高き若者たちが愛する故郷「やまがた」をより良いまちとするため山形青年会議所を立ち上げ５８年、私たちは敬愛する先輩諸兄からその崇高な想いを受け継ぎ、様々な運動に取り組んで参りました。しかし長引く不景気の影響などから会員数が最盛期の約半数となっている昨今、今後も市民へと意識変革をもたらす組織として歩みを止めることなく未来へと進化を続けていくため、新たな仲間となる「友」を求めていかなくてはなりません。
まずは、ＪＣとしての活動を今後も永続的に且つ質高く展開していくために、必須となる会員拡大運動を力強く展開していきます。そして、会員拡大を成功へと導くために、貴重な財産である前年度からの情報の引継を迅速・確実に実施すると共に、拡大の意識をＬＯМメンバー全員の共通認識として一丸になって取り組み､どんな小さなきっかけも逃さず邁進することで、大きな成果を生みだします。また、迎えた新たな「友」が１日も早く誇り高きＪＡＹＣＥＥとしての自覚を持ち、共に活動していくため、私たちが各種活動に取り組む際の基本となる「修練・奉仕・友情」の三信条をもう一度私たち自身の胸に宿し、それらを青年たちや地域に伝播していくことが、私たち自身を高めるだけではなく地域に新たな意識変革をもたらします。さらに、山形ＪＣがこれまで以上の強固な組織として今後も在り続けるために、直前に控えたＡＳＰＡＣ山形大会に関わる多くの素晴らしい機会と真摯に向き合い､待ち受けるであろう幾多の困難を乗り越えることや、愛する故郷「やまがた」のこれからのあるべき姿を共に語らうことで、固い絆を構築し、己を高めます。

多くの新たなる｢友｣を迎え､愛する故郷｢やまがた｣の未来を共に想い描いていくことが新たなる山形ＪＣを創り、また、その若き力を得たＬＯМが、地域を光輝かせんと様々な活動でその想いを発信していくことが「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
